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男女共同参画社会（※）に関する市民意識調査 

【調査ご協力のお願い】 
 

松戸市民の皆様へ 

 日頃より、市政にご理解ご協力を賜りまして、厚く御礼申し上げます。 

 本市では「松戸市男女共同参画プラン」を策定し、女性も男性も社会のあらゆる分野に参画し、その

個性と能力を発揮し、共にいきいきと暮らせる社会をつくることを目的とした取り組みを進めており

ます。 

 この市民意識調査は、男女共同参画社会に関する市民の皆様の考えやご意見をお伺いし、今後の施

策に反映させるもので、２０歳以上の市民の皆様から３,00０人の方を無作為に抽出させていただき

ました。 

 ご記入いただきました回答は、無記名で集められ統計的に処理されますので、個々の回答が特定さ

れることは絶対にありません。また、集計したデータは、松戸市が政策形成のためにのみ利用するもの

でございます。お忙しいところ誠に恐縮ですが、ご協力くださいますようお願い申し上げます。 

令和 8 年 10 月 

松戸市長  松戸 隆政 

 

【ご記入に当たってのお願い】 

1 この調査票は、ご本人（封筒の宛名にある方）が、ご回答ください。 

2 この調査は郵送でお送りしておりますが、下記 Web フォームからもご回答いただけます。 

 

http://●●●/●●/●●●●●●/●●●●/   

 

ＩＤ：●●●●  パスワード：●●●● 

※インターネットで回答を行った場合、郵送による回答は不要です。同封の返信用封筒は  

使用せず、そのまま破棄して下さい。 

３ 質問は、回答選択肢の番号に１つだけ〇をつける場合や複数つけてよい場合がありますの

で、各質問の指示に従ってください。また、「その他（   ）」に〇をつけたときなどは、（    ）

の中に、回答を記入してください。 

４ ご記入に際しては、黒色のボールペンまたは鉛筆をご使用ください。 

５ 回答済みの調査票は、同封の返信用封筒に入れ、令和８年●月●日（●）までにご返送くだ

さい。返信用封筒には切手を貼らず、名前を書かないで郵便ポストに投函してください。 

 

 

 

  

（案） 

【お問い合わせ先】  松戸市 総務部 男女共同参画課 

〒271-0091  松戸市本町 14-10 

電話    ： 047-364-8778 FAX    ： 047-364-7888 

E-mail :  mcsankaku@city.matsudo.chiba.jp 

 

 

QR 

コード 

資料２ 

http://●●●/●●/●●
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女性と男性への考えについて              

問 1 あなたは、現在、次のような分野で男女の立場は平等になっていると思いますか。次のア～

クの分野について、1～5 のあてはまる番号に〇をつけてください。（それぞれ〇は１つ） 

 男性が非

常に優遇

されてい

る 

どちらか

というと

男性が優

遇されて

いる 

男女平等

になって

いる 

どちらか

というと

女性が優

遇されて

いる 

女性が非

常に優遇

されてい

る 

わからな

い 

ア.家庭生活で 1 2 3 4 5 6 

イ.職場で 1 2 3 4 5 6 

ウ.学校教育の場で 1 2 3 4 5 6 

エ.政治の場で 1 2 3 4 5 6 

オ.法律や制度の上で 1 2 3 4 5 6 

カ.社会通念・慣習・しきたりな

ど 
1 2 3 4 5 6 

キ.自治会や NPO などの地域

活動の場で 
1 2 3 4 5 6 

ク.社会全体として 1 2 3 4 5 6 

 

問 2 女性と男性のあり方に関する次のア～エの考えについて、あなたの考えに近いと思う番号 

1～4 のいずれかに〇をつけてください。（それぞれ〇は１つ） 

 
賛成 

どちらか

と言えば

賛成 

どちらか

と言えば

反対 

反対 
わから

ない 

ア.夫は外で働き、妻は家庭を守るべきであ

ると思う 
1 2 3 4 5 

イ.子育ては男性よりも女性の方が向いてい

ると思う 
1 2 3 4 5 

ウ.もともと女性にはやさしさやこまやかさ、

男性には力強さなどの性質があると思う 
1 2 3 4 5 

エ.女の子は女らしく、男の子は男らしく育て

るのがいいと思う 
1 2 3 4 5 

 

 

  

指標 

(課題２) 

指標 

(課題１１) 

※男女共同参画社会とは 

「男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思によって社会のあらゆる分野における活動

に参画する機会が確保され、もって男女が均等に政治的、経済的、社会的及び文化的利益を享

受することができ、かつ、共に責任を担うべき社会」  

＝男女共同参画社会基本法第 2 条より＝ 
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普段の生活について                        

 

問 3 日頃の生活で、あなたが一日のうちで次のことに費やす時間は平均してどのくらいですか。

仕事や学校のある日とない日について、それぞれおよその時間をお書きください。 

（育児や介護をしていない、仕事をしていないなど該当しない場合は「0 分」とお書きください。） 

 仕事や学校のある日 仕事や学校のない日 

1.仕事に費やす時間（通勤・通学時間を含まな

い） 

 

時間     分  

2.通勤・通学の時間（往復）  

時間     分 

 

3.家事に費やす時間  

時間     分 

 

時間     分 

4.育児に費やす時間  

時間     分 

 

時間     分 

5.介護に費やす時間  

時間     分 

 

時間     分 

6.余暇（趣味、団らん、テレビを見るなど）に費

やす時間 

 

時間     分 

 

時間     分 

7.社会活動（ボランティアや町会・自治会活動

など）に費やす時間 

 

時間     分 

 

時間     分 

 

問 4 仕事と個人生活のバランスについてお聞きします。ここでは「仕事」とは収入を得るための

労働であり、「個人生活」とは仕事以外の生活（家庭や家族のための生活、地域活動、趣味な

ど）と考えてください。あなたは、自分の仕事と個人生活のバランス（ワーク・ライフ・バラン

ス）について満足していますか。（〇は１つ） 

 

 

 

 

問 4-1 問 4 で満足していないと答えた方にお聞きします。その理由は何だと思いますか。（〇は３つ

まで） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

1.満足している →問 5 へ 2.満足していない →問 4－1 へ 

1.自分の仕事の時間が長いため 

2.パートナー（配偶者）の仕事の時間が長いため 

3.家族の中で家事などの役割分担が偏っているため 

4.仕事と家事などを両方しなくてはならないため 

5.介護や育児などで手一杯であるため 

6.望む働き方ができていないため 

7.わからない 

8.その他（                                          ） 

指標 

(課題３) 



4 

 

問 5  結婚（事実婚等含む）している人にお聞きします。（結婚していない人は問 6 へ） 

あなたの家庭では、家事・育児・介護などの家庭内労働について、パートナーとの役割

分担はどのようになっていますか。（〇は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 6 あなたは女性の仕事の就き方として、育児や出産等の側面から考えるとどの働き方がいい

と思いますか。（〇は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 7 仕事を持つことを含め、社会参画したい女性が行動に踏み切れない理由があるとすれば

原因は何だと思いますか。（〇は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.自分がすべて担っている 

2.自分が６～９割、パートナーが１～４割の分担である  

3.自分及びパートナーでおおむね半々の分担である 

4.自分が１～４割、パートナーが６～９割の分担である 

5.パートナーがすべて担っている 

6.その他（                                          ） 

1.妊娠や出産に関わらず、ずっと仕事を持ち続ける 

2.子どもができたら退職し、大きくなったら再び仕事に就く 

3.結婚して子どもができるまでは働き、その後は仕事に就かない 

4.結婚するまでは働くが、結婚したら仕事に就かない 

5.女性は仕事に就かない方がいい  

6.その他（                          ） 

7.わからない 

1.家事との両立  

2.子育て・教育との両立  

3.介護との両立  

4.家族の理解・協力が得られないこと  

5.自分以外の家族の労働時間が長いこと 

6.保育、介護サービスの不足 

7.適性や条件に合う仕事（活動）がないこと  

8.身近に活躍する女性がいないこと 

9.人間関係に自信が持てないこと 

10.能力やスキルに自信が持てないこと 

11.これといったきっかけがないこと 

12.何をやってよいかわからないこと 

13.健康に対する不安 

14.女性は家庭を優先すべきという考えがあること 

15.その他（                           ） 

16.特にない 

１7.わからない 
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問 8 男性が家事・育児・介護、地域活動などに積極的に参加していくためには、どのようなこと

が必要だと思いますか。（〇は３つまで） 

 

 

地域活動について 

問 9 あなたは、自治会や町会、PTA 活動、子ども会、ボランティア活動、NPO 活動など、地域

活動をしていますか。（〇は１つ） 

 

問 9-1 その地域活動では、団体のメンバーは女性と男性のどちらが多いですか。 

複数の活動をしている人は、主たる活動１つについてお答えください。（〇は１つ） 

 

問 9-2 その地域活動の団体の長は女性と男性のどちらですか。 

複数の活動をしている人は、主たる活動１つについてお答えください。（〇は１つ） 

 

問 9-3 その地域活動の中で、「役員は男性」とか、「女性は掃除や手伝い」などの性別による役割

分担を感じることはありますか。（〇は１つ） 

 

 

1.男性が家事などに参加することに対する男性の抵抗感をなくすこと 

2.男性が家事などに参加することに対する女性の抵抗感をなくすこと 

3.家庭内の役割分担について、よく話し合うこと 

4.社会の中で、家事・育児・介護、地域活動についての評価を高めること 

5.労働時間の短縮・休暇利用ができるよう職場の環境や意識を見直すこと 

6.男性自身が自らの働き方を見直すこと 

7.男性が家事・育児・介護、地域活動に参画できるような啓発や情報提供を行うこと 

8.男性の育児・介護、地域活動を行うための仲間（ネットワーク）づくりを支援すること 

9.その他（                                                       ） 

10.特にない 

11.わからない 

1.している →問９-1～3 にお答えください 2.していない →問 10 へ 

1.女性 2.男性 3.ほぼ同数 4.わからない 

1.女性 2.男性 3.わからない 

1.よくある 2.時々ある 3.ない 4.わからない 

指標 

(課題４) 

指標 

(課題４) 
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政策・方針決定過程への女性の参画について 

問 10 男女共同参画社会の実現のためには、あらゆる分野において、政策・方針決定過程に

男女が共に参画していくことが必要と言われていますが、なかなか女性の参画が進ん

でいません。政策・方針決定過程や管理職等に女性が少ない理由は何だと思いますか。

（〇は３つまで） 

 

 

人権問題について 

 

問 11 あなたは次に示す考え方についてどのように思いますか。ア～オについて、１～５のあては

まる番号に〇をつけてください。（それぞれ〇は１つ）    

  そう思う 
ある程度は

そう思う 

どちらとも

いえない 

あまりそう

思わない 

そう思

わない 

ア. 「女性はこういうもの」「男性はこういう

もの」などのように、性別によりあり方や役

割を決めつけるのはおかしいと思う 

1 2 3 4 5 

イ. 公共のメディアなどで、体の露出が多か

ったり、性的側面を過度に強調する表現は

ハラスメントだと思う 

1 2 3 4 5 

ウ. 結婚するときに、望む人は別姓を選べ

るようにする選択的夫婦別姓には賛成であ

る 

1 2 3 4 5 

エ.同性のカップルも結婚できる制度に賛成

である 
1 2 3 4 5 

オ.＃MeToo 運動(今まで沈黙されてきた

性被害やセクハラの被害を公表すること

で、世の中を変えていこうという運動）には

賛成である 

1 2 3 4 5 

 

 

1.男性の方がリーダー的な役割に向いている人が多いと思われるから  

2.男性同士のコネクションが強いから 

3.職場などでの慣例となっているから 

4.女性を政策・方針決定過程や管理職等に起用しにくい仕組みになっているから 

5.女性は、スキルを磨いたり経験を積んだりする機会が少ないから 

6.女性は、キャリアの中断などで自信が持てなくなっているから 

7.身近に活躍しているお手本となるような女性がいないから 

8.女性が管理職等に魅力を感じていないから 

9.女性は、家事や子育て・介護など家庭生活との両立が困難だから 

1０.その他（              ） 

1１.特にない 

1２.わからない 



7 

 

問 12 あなたは、SNS（LINE、X、Instagram、TikTok など）を利用していて、嫌な思いをした

ことがありますか。（〇はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 13 あなたは、性的マイノリティや LGBTQ という言葉を知っていますか。（〇は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

問 14 あなたは、今まで自分の性のあり方（自分自身の性別への違和感や、好きになる相手の

性別など）に悩んだことはありますか。（〇は１つ） 

 

あなたの暮らしと困りごとについて 

 

問 15 あなたは現在の生活について満足していますか。（○は１つ） 

 

 

 

1.悪口やデマを書かれた 

2.既読無視やブロックをされた 

3.写真や個人情報を勝手に載せられた 

4.容姿等に対する批判や攻撃を受けた 

5.他の人と自分を比べてしまう 

6.人間関係の負担が増した 

７.ストーカー行為をされた 

8.セクシュアルハラスメントを受けた 

９.その他（ 

10.嫌な思いをしたことはない  

11.SNS を一度も利用したことがない 

1.知っている 2.知らない 3.その他（                     ） 

1.ある                2.ない             3.答えたくない 

1.満足している 

2.まあ満足している 

3.どちらでもない 

4.やや不満だ 

5.不満だ 

【性的マイノリティ（性的少数者）、LGBTQ】 
性的マイノリティとは、例えば、出生時に判定された性別と自分が認識する性別とが一致しない人（トラン

スジェンダー)、あるいは性的指向（恋愛の対象の性別）が異性とは限らない人、自分の性や性的指向が

定まっていない、あえて決めていない、決めかねている人（クウェスチョニング）などの人をいいます。

LGBTQ とは､レズビアン（女性同性愛者）〔L〕､ゲイ（男性同性愛者）〔G〕､バイセクシャル（両性愛者）〔B〕､

トランスジェンダー〔T〕、クウェスチョニングまたはクィア（既存の性の枠組みに当てはまらないと考える人）

〔Q〕の頭文字をとった言葉で、性的マイノリティを表す総称の１つとして使われています。 

指標 

(課題７) 

新規項目 
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問 16 あなたは現在、収入のある仕事をしていますか。（〇は１つ） 

 

 

問 16-1 あなたの仕事はどのような働き方ですか。（該当するものをすべて○） 

問 16-2 今後、働き方を変えたいという考えはありますか。（○は１つ） 

 

問 16-3 働き方を変えたいと思う方へ、どのような働き方をしたいですか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17 あなたのお宅（世帯）で主に家計を支えているのは誰ですか 

 

 

 

問18 あなたは現在、困っていることはありますか。（○はいくつでも） 

1.している ⇒問１６-1 へ          2.していない ⇒問 17 へ     

1. 会社員・公務員などの正規雇用労働者 

2. パート、アルバイト、嘱託・契約社員などの臨時職、派遣社員などの非正規雇用労働者 

3. 自営業（農業、商工サービス業、個人事業主、フリーランス、自由業など） 

4. 自営業の家族従業員（家業手伝い） 

5. その他の仕事（            ） 

1.変えたいと思う ⇒問１６-3 へ        2.変えたいと思わない ⇒問 17 へ     

1. 現在、非正規雇用だが、正規雇用で働きたい 

2. 現在、正規雇用だが、非正規雇用で働きたい 

3. 雇用形態はそのままで、労働時間を増やしたい 

4. 雇用形態は問わないが、労働時間を増やしたい（ダブルワーク含む） 

5. 雇用形態はそのままで、労働時間を減らしたい 

6. 雇用形態は問わないが、労働時間を減らしたい 

7. 起業、個人事業主、フリーランスなど雇用されない働き方をしたい 

8. 現在、収入のある仕事をしていないが、今後仕事につきたい 

9. その他（                                       ） 

1.あなた    2.配偶者（事実婚含む）      3.親     4.家族と分担   

5.その他（                 ） 

1.困っていることはない  →問１９へ 

２.家計が苦しい    

３.家事・育児・介護の負担が大きい 

４.仕事を探しているが、見つからない（失業している）  

５.非正規雇用のため不安がある（雇い止め、勤務時間の減少による収入減、待遇格差など） 

６.配偶者や交際相手からのDV、デートDV（精神的・経済的・性的暴力を含む） 

７.性暴力（セクシュアルハラスメントや痴漢被害などを含む） 

８.いじめ・嫌がらせを受けている 

９.人間関係がうまく築けない 

10.メンタルヘルスの問題を抱えている（うつ、摂食障害、自傷行為、依存症など） 

11.身体の病気、けが、障がい等がある 

12.その他（                    ） 
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問 19 あなたは、この１年間に、配偶者や交際相手などから次のようにされた経験はありますか。 

ア～ケについて、１～３のあてはまる番号に〇をつけてください。（それぞれ〇は１つ） 

 何度もあった 1～2 度あった 全くない 

ア.外見や人格を否定するような、言葉による侮辱

があった 
1 2 3 

イ.外出を制限されたり、手紙や電話・メールなどを

監視された 
1 2 3 

ウ.なにをやっても無視された 1 2 3 

エ.生活費をわざと渡されないことがあった 1 2 3 

オ.家計などのお金の使い方について、細かく管理

され自分の裁量を認めてもらえなかった 
1 2 3 

カ.平手で叩かれたり、突き飛ばされたりした 1 2 3 

キ.命の危険を感じるような暴力を受けた 1 2 3 

ク.望まない性行為を強要された 1 2 3 

ケ.避妊に協力しなかった 1 2 3 

コ.その他（                        ） 1 2 3 

 

 

 

 

問１9-1 このようなことを誰かに相談したことがありますか。（〇は１つ） 

 

 

 

問１9-2 誰に相談しましたか。（○はいくつでも） 

 

問１9-3 相談しなかった（できなかった）理由を教えてください。（〇はいくつでも） 

 

 

 

 

1.相談した →問 19-2 へ 2.相談していない →問 19－3 へ 

1.親や兄弟姉妹などの親族 

2.友人、知人 

3.警察 

4.公的機関（市役所、国・県の相談窓口など） 

5.その他（                  ） 

1.信頼できる相手、機関、窓口が見つからなかったから 

2.相談して解決できるものではないと思ったから 

3.相談したことが相手にわかってしまうのが恐かったから 

4.自分が我慢すればよいと思ったから 

5.相談するほどのことではないと思ったから 

6.世間に知られたくなかったから 

7.その他（                                                        ） 

問 19 で、ア～コのうち「何度もあった」「１～２度あった」と回答した人は問 19-1～問 19-

2 にお答えください。 

全て「全くない」と回答した人は問 20 へ 

指標 

(課題６) 
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問 20 女性は、被虐待経験や障害による生きづらさ、性暴力被害や生活困窮など複雑化・多様

化・複合化した様々な困難な問題に直面することが多いことから、「支援」を中心に据えた

「困難な問題を抱える女性への支援に関する法律（令和６年４月１日施行）」が制定され、関

係機関の連携のもと、市でも計画的に必要な施策を行うこととなっています。 

あなたは、女性が困難な状況から回復するためには、どんなことが必要だと思いますか。

（〇は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康について      

問 21 あなたは現在、身体上、健康であると思いますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

問 21-1  上記の健康上の理由で仕事や家事等への影響はありますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

問 22 あなたは現在、こころの状態は健康であると思いますか（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.困難な状況に気づいてくれる人の存在 

2.安心できる居場所  

3.支援制度や相談窓口、専門機関など自分の助けになるような情報を得ること  

4.実際に支援制度や相談窓口に助けを求めること  

5.弁護士や医師、カウンセラーなど専門的な知識を持っている人からのサポート  

6.経済的な自立 

7.その他（                          ）  

8.わからない  

1.健康である  →問 22 へ 

2.現在、病気やけがなどで体の具合の悪いところがある  →問 21-1 へ 

3.その他（                                                        ） 

1.非常にある 

2.ややある 

3.あまりない 

4.ない 

5.その他（                                                        ） 

1.健康である 

2.日常生活で悩みやストレスがあるが、仕事や家事に支障があるほどではない 

3.気分が落ち込んで、仕事や家事に支障がある 

4.その他（                                                        ） 

新規項目 
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問 23 健康上の悩みやストレスがある場合、その原因は何だと思いますか（〇はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災について                          

問 24 災害時には男女共同参画の視点が重要だと言われていますが、その推進のために

一番重要なことは何だと思いますか。（〇は１つ） 

 

問 25 災害が起きた時に、女性も男性も安心して避難所生活等を送るためにはどういう

対策が必要だと思いますか。（〇はいくつでも） 

 

1.自分の仕事  

2.収入・家計・借金等  

3.自分の病気やけがなどの健康上の問題 

4.育児、こどもの教育 

5.家族の病気や介護  

6.パートナーや家族との関係 

7.職場等の人間関係  

8.月経による体調の変化  

9.更年期症状等による体調の変化  

10.年齢の変化による体調の変化  

11.その他（                                               ）  

1.平常時から自治会長や役員に女性の参画が増えること 

2.自主防災組織（自治会等）に女性が増えること 

3.避難所運営の責任者に男女それぞれが配置され、避難所運営や被災者対応に多様

な視点が入ること 

4.防災の会議などに多くの女性が参画し、男女共同参画の視点を持った防災計画を策

定すること 

5.その他（                                       ） 

1.避難所生活をする区画にパーテーション等でプライバシーを確保する 

2.仮設トイレ等を設置する時は、犯罪等に巻き込まれないよう、男女別にし、物陰や暗

がりにならないようにする 

3.下着等の洗濯物の盗難を防ぐため、物干し場を男女別に設置する 

4.赤ちゃん用の物資や介護用品、女性用品等をニーズに合わせて備蓄する 

5.炊き出しは女性、力仕事は男性など、性別により仕事が偏ったり役割を固定化しな

いよう分担する 

6.避難所での生活ルール作りを行う時は、女性の意見も反映されるようにする 

7.子どもが自由に遊ぶことのできる場所を用意する 

8.困りごと等を相談できる窓口を設置する 

9.その他（                                              ） 
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教育について                                 

問 26 男女が社会のさまざまな分野に参画し、その個性と能力を発揮し、性別にとらわれず

ともにいきいきと暮らせる男女共同参画社会をつくるためには、子どもの時からの

教育が重要だと言われています。あなたは子どもに男女平等教育を進めることに対

してどう思いますか。（〇は１つ） 

 

問 26-1 子どもへの男女平等教育はどこで（誰が）進めるべきだと思いますか。（○はいくつでも） 

 

問 27 性教育では、子どもにどのようなことを学んでほしいですか。（〇はいくつでも）  

 

1. 積極的に進めるべきであると思う →問２6-1 へ              

2. ある程度、進めるべきであると思う →問２6-1 へ 

3. あまり進めるべきではないと思う →問 27 へ 

4. 進めるべきではないと思う →問 27 へ 

1.家庭で        ２.学校で      3.地域で       4.社会全体で 

５.その他（                                  ） 

1.女性の体のしくみについて  

3.自分を大切に思う気持ち 

5.違う性の人を理解すること  

7.妊娠と出産について 

9.エイズ・性感染症について  

11.性自認、性的指向について 

13.特に学ばなくていい 

2.男性の体のしくみについて 

4.相手を大切に思う気持ち 

6.生理（月経）について 

8.避妊について 

10.性被害・加害について 

12.その他（                  ） 

14.わからない 
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推進体制について 

問 28 松戸市男女共同参画センター「ゆうまつど」では、男女共同参画の推進拠点としてさま

ざまな取組を行っています。「ゆうまつど」について、次の 1～14 のうち、当てはまる

番号に〇をつけてください。（〇はいくつでも） 

 

問 29 松戸市では、男女共同参画社会に向け、どのような施策を行うべきだと思いますか。 

（〇はいくつでも）  

 

  

1.「ゆうまつど」という施設があることを知っている 

2.施設を利用したことがある  

3.どのような事業をしているのか知っている 

4.「情報コーナー（図書の貸出、情報相談など）」があることを知っている  

5.「まつど女性就労・両立支援相談」をやっていることを知っている 

6.女性や男性のための「こころの相談」をやっていることを知っている 

7.「個育てサロン」（親子での絵本閲覧、子育て支援）があることを知っている 

8.毎年 11 月に「ゆうまつどフェスタ」が開催されることを知っている 

9.男女共同参画に関する講演会や講座などに参加したことがある 

10.松戸市男女共同参画プランが策定されていることを知っている 

11.「情報紙ゆうまつど」を知っている・見たことがある 

12.X（旧ツイッター）をやっていることを知っている・見たことがある  

13.広報まつど、ホームページ等で男女共同参画課主催の講座やイベントが掲載されてい

るのを見たことがある  

14.男女共同参画や男女平等に関する情報は市からは伝わってこない  

1.DV やセクハラなどの人権問題の対策 

2.講座やイベント、講演会等の実施  

3.学校における男女平等教育  

4.女性の就労、再就職の支援  

5.男性の家庭参画への支援  

6.仕事と家庭を両立するために必要な公的サービスの充実  

7.男女平等な就労環境を推進すること  

8.生涯を通じた健康支援 

9.市民グループ、市民活動への支援  

10.市役所職員が率先して男女共同参画を推進すること  

11.性的マイノリティ・LGBTQ に関する啓発と支援 

12.その他（                                                          ） 

指標 

(方策２) 
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あなたご自身についてお聞きします 

 

F1 あなたの性別をお答えください。（自認の性でお書きください。〇は１つ） 

 

F2 あなたの年齢層をお答えください。（〇は１つ） 

 

F3 あなたは、現在結婚（事実婚も含む）していますか。（〇は 1 つ） 

 

F4 あなたに同居する家族はいますか。 

同居している家族がいる場合、その人はあなたから見てどなたですか。（〇はいくつでも） 

 

F5 同居するお子さんがいる方は、一番下の子どもの年齢層をお答えください。（〇は１つ） 

 

F6 あなたは現在、介護している家族等はいますか（同居の有無は問いません）。（〇は１つ） 

 

【自由記載】 

男女平等や男女共同参画社会の実現に関して、ご意見がありましたらご記入ください。 

 

 

① 女性 ②男性 ③その他 

①20～24 歳 

⑤40～44 歳 

⑨65～69 歳 

②25～29 歳 

⑥45～49 歳 

⑩70 歳以上 

③30～34 歳 

⑦50～54 歳 

 

④35～39 歳 

⑧60～64 歳 

 

①結婚している（配偶者やパートナーと同居） 

②結婚している（配偶者やパートナーと同居していない） 

③結婚はしていない（結婚したことがない、離婚、死別） 

①一人暮らし（同居家族はいない） 

③子ども 

⑤兄弟姉妹 

⑦その他親族 

②配偶者（事実婚等含む） 

④親（配偶者の親含む） 

⑥祖父母 

⑧その他（                   ） 

① 3 歳未満 

⑤ 中学生 

② 3 歳以上の未就学児 

⑥ 高校生以上の学生 

③ 小学１～４年生 

⑦ ①～⑥以外 

④ 小学５～６年生 

 

① いる ②いない 


